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Abstract 
Studies in the fields of earth sciences, humanities, sociology, and biology in the Mekong River basin were 

reviewed. The importance of interdisciplinary efforts has been more or less emphasized in many research issues. 

Based on the efforts of each academic field, we discussed the importance of two perspectives to promote 

interdisciplinary research: understanding changes in the behavior of watersheds, humans, and organisms, and 

collaboration with watershed residents. We have listed examples of research in each academic field and 

considered the elements that are common to each to determine the elements that can be implemented as 

interdisciplinary research. This process itself is an attempt to understand each academic field when conducting 

interdisciplinary research. 

 
Keywords: interdisciplinary; Mekong River basin; water-related disasters; agriculture; biodiversity 

 

 

 

 

 

  

1 九州大学 大学院比較社会文化研究院 〒819-0395 福岡市西区元岡 744 
2 一橋大学 経済研究所 〒186-8603 東京都国立市中 2-1 
3 九州大学 応用力学研究所 〒816-8680 春日市春日公園 6-1 
4 東京工業大学 環境・社会理工学院 〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1 
5 京都工芸繊維大学未来デザイン・工学機構 606-8585 京都府京都市左京区松ケ崎橋上町 
6 一般社団法人九州オープンユニバーシティ 〒819-0395 福岡市西区元岡 744 
7 近畿大学 農学部 〒631-8505 奈良県奈良市中町 3327-204 
8 近畿大学 総合社会学部 〒577-8502 大阪府東大阪市小若江 3-4-1 
9 日本貿易振興機構 アジア経済研究所 開発研究センター 〒261-8545 千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2 
10 国立研究開発法人海洋研究開発機構 地球環境部門 地球表層システム研究センター 〒236-0001 神奈川県横浜市金沢区昭

和町 3173-25 
11 岐阜大学 流域圏科学研究センター 〒501-1193 岐阜県岐阜市柳戸 1-1 

41



1. はじめに 

 

 水に関する諸問題（例えば，洪水や干ばつ）は主要なグローバル・リスクの一つである 1)。持続可能な世

界目標（SDGs：Sustainable Development Goals; https://sdgs.un.org/goals (参照: 2023 年 6 月 1 日)）の目標 6 は

「すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」であり，そのターゲットには，水資

源や衛生といった人間に直接関係するもののみならず，水に関わる生態系の保全・回復といった水を取り巻

く環境や生態系に関連するものも取り上げられている。このように，水に関する課題は水資源の量や質とい

った地球科学分野が扱う内容のみならず，人間による水の利用や，生物多様性などの人文社会学分野や生物

学分野が扱う内容にも及んでおり，これらの課題を解決するためには諸学問分野の融合が必要である。 

 持続可能な地球社会の実現に向けた学際研究の重要性は，”Future Earth”（https://futureearth.org/ (参照: 2023

年 6 月 1 日)）2) などの取り組みを通じて世界中で広く認識されている。しかしながら各学問分野には多か

れ少なかれ他の分野と目的や手法に異なる点が存在するため，その実現は容易ではない。水に関する諸問題

を解決するための学際研究の実現に際しては，各学問分野における水に関連する研究の目的や手法を理解

し，その上で共通する目的と手法を設定することが重要である。その第一歩として，各分野で蓄積されてき

た先行研究を異分野間で共有し，各分野が直面している学術上の課題を相互に把握することが有効であろ

う。 

以上で述べた，世界の水に関連する諸課題とその解決に必要となる学際研究を実施するための要件を踏

まえ，本稿では事例として東南アジアのメコン流域を対象に各学術分野での研究を概観し，各分野における

課題を抽出する。これは学際研究による地域課題解決に向けた第一歩に該当する。その上で，学際研究とし

て実現可能である項目について考察を行う。メコン流域を対象とする理由は，第一にアジアの主要な国際河

川であり，古くから現在に至るまで流域国間の係争が生じている 3)-5)ことである。第二は，世界で最も生物

多様性の高い地域の一つである一方で人口増加や経済開発などの影響により絶滅の危機に瀕した生物が多

数存在する 6), 7)ことである。第三は，これらの課題ゆえに我が国における各学術分野において多くの研究が

行われ，その蓄積が認められるためである。本稿で扱う話題はメコンに特化したものではあるが，各学術分

野における研究内容や手法の特徴，それらの分野間での差異について理解し，学際研究の方向について検討

する試みは他の流域においても参考になると期待される。 

 本稿では，まず 2 章において，本研究で着目するメコン川を対象とする各学術分野で行われている研究

の概要について述べる。それぞれの研究の詳細については 3 章から 5 章で解説する。最後に 6 章において，

それらを踏まえた上でのメコン川流域における学際的課題や，その解決に向けた学際研究のあり方に関し

て考察を行う。 

 

2. メコン川流域における各学術分野の研究概要 

メコンデルタは，河川と海の両方の影響を受けることで地形や水環境が複雑に変化してきた。このような

境界域のダイナミックな挙動に着目した研究が地球科学分野で行われてきた。堆積学や海洋学などの専門

誌において複数のメコンデルタに関する特集号 8)-11)が組まれたほか，メコンデルタの水環境と人間活動 12)

や災害 13)との関係を扱った書籍が出版されている。さらに，近年気候変動や経済発展はメコンデルタの自

然環境や社会環境に対しても大きな変化をもたらしつつある。例えば，メコンデルタ域では気候変動に起因

した海面上昇による影響を大きく受け 14)，その結果，上流からの土砂供給資源供給の重要性が高まってい

る。このため，科学的知見に基づいた流域マネジメントの必要性が重要視されつつある 15)。これらの変化

は今後より一層顕著になると予想され研究の重要性も増すと考えられる。 

メコン流域の持続可能な発展を達成するためには，水循環を解明する地球科学分野の視点に加えて，流域

における経済活動や文化を考察する人文社会科学の視点や，流域における生命現象を扱う生物学の視点も

欠かせない。メコン流域景観の特徴に沿って人々が過去から現在までどのような生活を営んできたか，ま

た，それが技術の発達や経済のグローバル化によりどのように変化しているかについての考察は，文化人類

学や建築学などの分野における知見を必要とする。また，流域に対して人々が及ぼすインパクトのうち最も

大きな要因の一つが農業である。地域の社会経済のみならず農業の高度化にともない生じる開発に起因し

た水循環や水環境の変化，ひいては流域の生物多様性に対して大きな影響を及ぼすと考えられる。メコンデ

ルタにおける農業や農業経営については農学や経済学などの分野における知見が必要である。メコン流域
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における人々の暮らしを考慮する上では，流域に存在する生物と人々との関わりも重要な点であり，これら

に対しては，生物学や歴史学の観点からの分析が求められる。 

以上のメコンの諸課題を取り巻く課題とそれに資する学術分野の関係を表現した一例を示す（Fig. 1）。こ

の概念図では気象や水象など流域における水や物質の振る舞いを解明する分野が存在し，それを包含する

形で人間，さらには生物の振る舞いを解明する分野が存在することを表現している。また人間の振る舞いは

流域における気象や水象の振る舞いを踏まえたものであり，さらに人間を含む生物全般は流域の気象や水

象に加えて人間による振る舞いも踏まえたものであることを示している。これらの関係には逆の影響も当

然存在する。すなわち，生物や人間の振る舞いが人間や流域に対して影響を及ぼすのである。以降ではそれ

ぞれの研究例について概観すると共に，それぞれの研究例が流域―人間―生物間の関係においてどのよう

な位置づけにあるのかについて考察する。 

Fig. 1 The Schematic Diagram of Relationships among Research Fields 

 

3. 流域における水や物質の振る舞い 

3.1 メコン川の水文気象と気候変動の影響 

 メコン流域の水文気象環境は大きく雨季と乾季に分かれ，特に下流域では 5 月中旬～10 月に南西モンス

ーン（季節風）の影響を受け雨季に，11 月から 5 月初旬に北東モンスーンの影響を受け乾季になる 16)。ま

た雨季と乾季の期間が上記とは異なる集計ではあるが，流域の平均降水量は，8 月をピークとした雨季（4

月～10 月）では 6.58 mm/day，乾季（11 月～3 月）では 0.86mm/day，年間平均では～4.2 mm/day（～1530 

mm/year）をそれぞれ示す 17)。雨季の降水量は，下流域中部のタイ・ラオス国境周辺において特に多く，同

地域の夏季平均降水量は 12-14 mm/day 程度にまで達する 17)。 

本川各地点における流量の季節変化は，それらの地点より上流部の降水量の季節変化と比較しておよそ 1

～2 か月程度の遅れを示す傾向がみられる。観測流量が年平均流量を上回る期間を洪水期と定義すると，6

月終わりごろから 11 月初めごろまでが洪水期となる。洪水期には毎年洪水氾濫が発生するが，上流からカ

ンボジア国境付近までは比較的狭い幅数 km 程度の氾濫原が分布する。一方カンボジアでは，支流であるト

ンレサップ川とトンレサップ湖周辺を含めた広域で氾濫が発生する。雨季は熱帯低気圧の季節でもあり，下

流域において発生した歴史的に大規模な洪水は，南シナ海からの熱帯低気圧の影響を受けた場合が多いと

される 6)。 

気候変動は南シナ海の熱帯低気圧の頻度を減少させる方向に働くと考えられている 18)。メコン川流域に

対して直接的に影響を及ぼす熱帯低気圧には明確な長期変化は観測されておらず，また過去数十年間にお

ける降水パターンに関しても明確な変化は確認されていない 19)。一方，将来の地球温暖化によりメコン川

流域の平均降水量の増加 20)や下流域での氾濫面積および氾濫水総量の増加 21)が予測されている。また，メ

43



コンデルタは地下水の汲み上げによる影響により 1991 年～2016 年の間に平均 18cm 沈下したが 22)，このま

ま沈下が継続すれば地球温暖化による海面上昇と相まって同地域の洪水氾濫は増加すると予測される 23)。
気候変動がメコン川流域にもたらす変化と影響について正確に見積もることが求められる。 

 

3.2 メコンデルタの地形発達と波浪・潮汐 

現在のカンボジア・プノンペン付近から下流に広がる低地の大部分は，日本の縄文海進期に相当する約 8

千年前～6 千年前には水没しており，その後の河川からの土砂の堆積により陸化が進んだことが地質解析に

より明らかになっている 24),25)。今日でも河口周辺やカマウ半島南西岸では陸域が拡大する一方，600km に

及ぶ海岸線の一部では深刻な沿岸侵食が生じている 26)-29)。沿岸侵食の要因としては，ダム建設に伴う土砂

供給量の減少 30)，川砂採取の影響 31)，地下水の過剰くみ上げに伴う地盤沈下 32)などが挙げられる 26)。一方，

河川の土砂供給量減少の影響は，デルタに隣接する海底（水中デルタ前縁部）において先行的に生じている

という報告もあり 33)，海陸一体で考える必要がある 34)。 

メコンデルタの地形形成には，河川からの土砂供給に加え，波浪や潮汐などの海の作用が関わっている
35)。例えば，デルタ南東側の外縁部において海岸線に対して平行な向きで並ぶ，長さ数十 km の長大な浜堤

（細長い砂丘）列は，波浪によって作られたと考えられている 24)。微高地である浜堤には道路や集落が並

ぶ一方，浜堤間の湿地は養殖池などに用いられるなど，地形が現地の土地利用形態と結びついているほか
12)，微高地の存在は低地の浸水範囲や浸水後の排水経路などに対しても影響を及ぼしている。小規模ではあ

るが同様の浜堤と後背湿地は，霧多布湿原や釧路湿原などにおいても見られる。メコンデルタ沿岸の波浪

は，デルタの面積が現在の半分程度であった 3,500 年前以降に強まったと推定されている 36)が，その要因に

ついては十分に検証されていない。 

岸に対して平行な向きで地形を形成する波浪とは対照的に，潮汐は岸と直角の向きをなす入り江や中洲

を生み出す働きがある。メコン川の河口が浜名湖やサロマ湖のように砂州で閉塞せずに，開いた入り江を形

成している理由は潮汐の作用が大きいためである。河口周辺を含むデルタ東岸では，大潮時の干満の差が有

明海奥部とほぼ同じ 4ｍに達する。 

波浪や潮汐の強さは海の水深や海岸線の位置の変化にともない変化することから，陸域の拡大に伴って

昔と今とでは波浪や潮汐の強さが変わっていた可能性がある。このため，著者である上原は現在数値シミュ

レーションによる古波浪・古潮汐推計を現在準備中である。メコンデルタの北側と南側では地形が異なるこ

とや，1～7 世紀に扶南国の港として栄えたオケオ港がデルタ西部に位置する理由など，さまざまな事象に

ついて，当時の波浪・潮汐環境の観点から説明できると期待される。さらに，人間による開拓が進んだ最近

数百年のスケールでは，土地利用形態の変化 37)や河川流路の改変に伴う波浪・潮汐場の変化も想定される。 

メコンデルタのベトナム部分は，農地開発が進んだ感潮河川流域という点において例えば日本の北部九

州の六角川や筑後川などと共通する要素が多く，政治体制や意思決定プロセスが異なる場所での堤防や取

水堰の建設や防災政策の決定プロセス，内水氾濫，ヒ素による地下水汚染などの課題に対する対応など，比

較検討の必要なテーマが多いと考えられる。また海洋物理学の観点では，川の人為的な流路改変による河川

の潮汐遡上範囲の変化（例えば，江戸時代における六角川 38)）による影響の評価もまた重要な検討テーマ

である。数値シミュレーションの結果の信頼度を確保する上では，対比可能な社会学的，もしくは生態学的

なデータを用いた検証が不可欠であるため，遂行にあたっては分野横断的な研究の推進が求められる。 

 

3.3 塩水遡上 

雨季の洪水や硫酸性土壌とならび，メコンデルタの農業生産に対して大きな影響を及ぼす要素として，河

川への塩水の遡上が挙げられる 39)。遡上の範囲は，基本的には河川水を押し留め，逆に塩水を上流へ押し

上げる潮汐作用と川を下る河川流とのバランスにより決まる。最も顕著な変化は季節変動に伴い生じ，河川

流量が大きい雨季（3.1 節参照）では塩水が河口から数 km 程度しか流入しないのに対して，河川流が弱い

乾季では河口から 50～70km 上流まで塩水が遡上する 39)-42)。 

遡上範囲を決定する海と河川の要素として，さまざまな要素が検討されている。例えば，温暖化に伴う海

面の上昇やダム建設による河川流量の減少は，塩水遡上範囲を拡大させる効果があると推計されている 2), 

40)。その他にも灌漑を目的とした河川水の取水量増加や南シナ海へ流れる河川水の一部をタイ湾側へ流す水
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路の建設などもメコン川本流の流量減少をもたらし，その結果，塩水遡上を促進する可能性がある 43)。川

砂採取や航路維持のための河床掘削は，河川流量の増加をもたらす反面，河道内の潮流増加をも引き起こす

可能性があるため，塩水遡上範囲にどのような影響をもたらすか，現時点では定かではない 44)。 

塩水遡上の研究は全球的な海面上昇の影響を除けば，これまで陸側の変動要因についての検証が大部分

であった 45), 46)。海側の長期環境変動（例えば，沿岸流やモンスーンの変化に伴う海面変動など）が及ぼす

影響をより詳細に評価することが，今後の検討課題として挙げられる。加えて，河川水の測定では塩分が検

出されていない河口から 160km 離れた場所においても汽水性のマングローブや二枚貝，珪藻類などが分布

しており 41)，その要因についても調べる必要がある。 

 

3.4 陸水面のリモートセンシング 

前章まで述べたように，河川流量と海面水位の変動に応じてメコン川流域の環境が変化するため，人間

圏・生物圏を含め流域で起きる事象の理解と将来の予測には，河川流量と海面水位の変動を正確に把握する

ことが必要である。流速計や水位計を用いて特定の地点の流量や水位は計測できるが，広大で地形が多様な

流域に多くの支流を持つメコン川の場合，観測地点ごとに異なる変動がみられる可能性は高く，流域全体の

総観的な理解には多数の観測地点が必要になる。しかし，複数の国にまたがる国際河川で均一の精度の観測

を多数整備することは現実には困難であり，主に人工衛星を用いた広域リモートセンシング観測が必要と

なる。 

河川流量は，河川水の体積，すなわち水平方向の広がり（河幅）と高さの計測により求めることができる。

このうち河幅は，日中に上空から可視域の光学センサー（カメラ）を用いて観測すれば，河の両岸の距離と

して画像の空間分解能に応じて把握できる。空間分解能は，カメラのレンズの大きさや撮影高度の組み合わ

せによって数メートルから数百メートルまで選べるが 47) ，高い高度から観測する静止軌道衛星の解像度

（現状では 0.5～1km）では，流域によっては河幅の変動の捕捉にとって不十分な可能性がある。一方，空

間分解能が高いほど一度に観測できる範囲（Field of View; FOV）が一般的に狭くなるため，観測範囲が準回

帰軌道衛星とともに移動する場合，同じ地点が再び FOV に含まれるまでの時間間隔（時間分解能）が長く

なる傾向がある（ただし，超小型衛星衛星を用いて衛星の台数を増やせば，衛星群全体としての時間分解能

は短くすることができる）。なお，雲や植生によって上空からの視界が遮られると可視域の光学センサーで

は河岸を判別できなくなるが，適切な波長のマイクロ波ではこれらの遮蔽物を透過して水面に達する。水面

と陸面ではマイクロ波の反射特性が異なるため，反射強度のコントラストにより河岸を検出できる 48) 。た

だし，マイクロ波は可視光より波長が数万倍長いため，カメラのレンズに相当するアンテナの口径を極端に

大きくしないと画像の空間分解能は低くなる。このため，疑似的に大きなアンテナを形成させる合成開口レ

ーダー(Synthetic Aperture Radar; SAR)による観測データを用いることが多い。 

もし陸地の高度分布（Digital Elevation Model; DEM）が正確に求まっていれば，計測した河岸や沿岸の水

平位置から，河川や海洋の水面の高さ（水位）を間接的に推定できる。ただし，堆積・侵食や地盤沈下・堤

防の整備などで地形が変化するたびに DEM の更新が必要となるため，この方法では長期にわたって広域的

かつ高精度に水位の推定を行うことは容易ではない。河川や海洋の水面の高さを衛星から直接計測する場

合，衛星高度計を用いる。このセンサーは，上空から直下の水面に電磁波を照射し，反射波が戻ってくるま

での時間を計測して電磁波の往復距離を求める。なかでも衛星マイクロ波高度計は，既に 30 年以上継続し

て観測データが供給されており，外洋では広く現業利用されている。ただし沿岸域や河川ではこのデータの

精度は低い。これは衛星が直下を照射する半径 10km 程度の領域（フットプリント）の中に港や建築物など

水面以外の物体を含むと電波の反射状況が変わり観測精度が低下するためである。しかし，フットプリント

のサイズを小さくするなど外洋と異なる解析処理を施せば 49), 50)，河川や沿岸域でも水位の時間変化の計測

が可能となり 51)，DAHITI52), 53) (https://dahiti.dgfi.tum.de/en/ (参照: 2023 年 6 月 1 日)) や HydroWEB54), 55)

（https://hydroweb.theia-land.fr/ (参照: 2023 年 6 月 1 日)）などの河川水位の時系列データも公開されている。

なお，2022 年の 12 月にNASA とCNES が中心となって打ち上げた新型の海面高度計(Surface Water and Ocean 

Topography; SWOT)は，軌道直下点だけではなく，約 100km の幅にわたって 100m 格子の面的な水位分布の

計測が可能とされており，沿岸や河川の水位変動の知見が今後飛躍的に増加すると期待されている 56), 57)。 
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4. 流域における人間の振る舞い 

4.1 メコン川流域での集落形態の変容 

メコンデルタでの人間居住の歴史を振り返ると，かつてはクメール人の領域であったこのエリアは，古代

に港湾施設が設置された交易地ではあったものの，基本的には小人口世界でしかなかった。圧倒的な大河が

迷走する水漬く地では，安定した集落を営むことは困難であり，カンボジアを出るとデルタ東端外の現ホー

チミン市までは無主の地に近い状態であった。それが 17 世紀以降，中国からの移民(明が清に滅ぼされた

後の亡命移民など)を，当時のベトナム人政権が入植させたことを契機に人口が増加した。しかしながら，

この段階でも交易や小規模な農漁業を営む程度に留まっていた。 

この状況は，フランスによる植民地支配により一変した。運河ネットワークが整備され，排水，灌漑，交

通のインフラとして利用されるようになると，大土地所有による米作プランテーションが展開され，メコン

デルタは一大穀倉地帯へと様変わりした 58)。デルタの各所に集落が形成され，農作物の集散地としての都

市群も成長した。これらの集落は，ベトナム各地からの移民によるものが多かったが，就農のための自由移

民を主としており，ベトナム北部の緊密な社会に対して，開放的でゆるやかな社会がみられた。第 2次大戦

を経て南北分断期には，デルタ上にも北ベトナム側のゲリラ支配区と南部支配区域が入り乱れて，地域形態

の違いにも影を落とした。南ベトナム政権下ではアメリカ人研究者が入り，メコンの集落についての学術調

査が行われた 59)。 

1976 年のベトナム統一後は，社会主義政権下で農業の集団化が進められたが，生産性が上がらず，市場

経済の導入によるドイモイ政策が開始された。この政策により，収穫高の増大を目指した農業経営が行われ

た一方，土地無し零細農民も多く発生した。彼らを集団移住させて農業開拓民とする政策が採られ，その受

け皿としてメコンデルタ各地に「新経済村」と呼ばれる計画集落が建設された 60)。現在のメコンデルタで

は，上述のような，地元民や自由移民による自然村，国家による計画居住地，また在地クメール人集落が混

在した人間居住環境がみられるが，近年の工業化と道路交通網の整備がいかなる変化をもたらしたかを解

明する継続的な研究が求められる。 

 

4.2 ベトナムメコンデルタ地域における三期作化と農業経営 

ベトナムメコンデルタ地域では，2000 年代以降，高堤防に伴う水稲の三期作化が進行した 61)。この変化

は農地利用の集約化という観点から言えば農業生産や農家所得の向上に繋がると期待される。その一方で，

過剰な土地利用による環境や土壌に対する負荷や，それに伴う肥料や農薬等の投入の増加は，持続的な農業

に疑問を突きつける 62)。これらの功罪を勘案した結果，近年では 3 年 8 作（3 年に 1 回休耕する）など環境

面に配慮した作付けパターンが政策的に奨励されるようになった 63)。ベトナムメコンデルタ地域の水稲作

付面積は，1995 年から 2015 年にかけて 34%増加した 64)。水田面積自体にさほど変化はなく，この増加は農

地利用の集約化，つまり三期作の進展によるものである。 2000 年代以降，高堤防の整備により洪水期であ

っても河川から水田への氾濫水の流入を制御できるようになり，通年の作付けが可能となった。その結果，

作付面積の増加に伴い，水稲生産量も増加している。 

こうした変化の一方で，農家の営農状況を調査した研究では，三期作の導入によって肥料や農薬の投入と

費用が増えた結果，農家経営として必ずしもプラスになっていないことが報告されている 65) -67)。ただし，

これらの事例研究はクロスセクションデータを使い，三期作地域の農家と二期作地域の農家の横断面の比

較をしているため，それぞれの地域に固有のコスト要因の影響（例えば，三期作地域はもともと地力が低い）

が排除し切れないことから，必ずしも三期作がコスト増の原因であると推論できるわけではない。Arimoto 

et al. (2022) 68)は，衛星画像の解析に基づく三期作が行われた地域 69), 70)の経年的な情報と，代表的なサンプ

ルの農家調査データ（Vietnam Household Living Standards Survey: VHLSS）を組み合わせ，2006-12 年にかけ

ての平均的な農家の費用や収入の経年変化を利用し，（1）三期作が 4 年以上継続すると肥料投入が約 5％増

えること，（2）除草剤や殺虫剤の投入が増える傾向はみられないこと，（3）反収や作付け面積当たりの稲作

所得も低下していないこと，（4）農業所得の構造としては，三期作により稲作所得が増え，漁業所得が下が

り，全体としては 23-32%上昇していること，（5）賃金所得や自営所得が下がることはなく，トータルとし

て農家所得は 13-16%程度上昇したことを報告している。これらの結果は，三期作化が肥料投入を増やす可

能性はある一方，稲作所得や農家所得を低下させるという既存研究の主張とはやや異なる。上述の三期作を
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継続すると肥料投入が増えるという発見は，水田への氾濫水の流入がもたらしていた環境上の正の効果が

失われたという指摘と整合的である。すなわち，氾濫水は肥沃な堆積土砂の流入によって地力を回復させ
71)-76)，病害虫や酸性土を流すといった便益をもたらしていたとされる 77)。 

以上の知見は，三期作の導入によって，環境上の便益が失われる可能性がある一方，少なくとも 2010 年

代初頭までは，農業生産および農家経営上負の影響を与える兆しはみられなかったことを意味している。実

際，2020 年代まで三期作の耕作面積はそれほど減少しておらず，農家としても三期作を継続するインセン

ティブがあることが示唆される。ただし，農業が環境へ与える負の影響，収益性の高くない稲作から高付加

価値作物への転換，農村での非農業就労機会の拡大など，三期作を取り巻く農学的および社会経済的な環境

は変化しており，それに合わせて政策も変化していると考えられる。 

 

4.3 メコン川流域における排水処理とグリーンインフラの活用に向けた展望 

モンスーンアジア地域に位置するメコン川流域では，熱帯気候で水資源が比較的豊富なことから，人々の

生活に関わる水利用の大部分は森林や湿地による水の流れの調節や水質の浄化といった供給や調整の生態

系サービスに強く依存してきた 78)。しかし特に新興国（CLMV [カンボジア，ラオス，ミャンマー，ベトナ

ム] 諸国）において，近年の急速な経済成長，都市化の進展に伴う農村部の社会変化により，都市と農村を

含む流域の水・物質循環が大きく変化しつつある。気候変動と都市化の進展は，いわゆるメガシティのみな

らず，人口 100 万人程度の中規模都市にも水不足の深刻化をもたらす可能性が懸念されている 79)。これら

の中規模都市が位置する途上国では，一般に日常生活での生態系サービスへの依存度が高く 80)，インフラ

整備への経済的制約が厳しいことから，従来の都市開発モデルのようにグレーインフラストラクチャーの

みによる水不足解消は困難といえる。そこで，持続的な水環境の創出に向け，Nature-based Solutions（NbS; 

https://www.iucn.org/our-work/nature-based-solutions (参照: 2023 年 6 月 1 日)），グリーンインフラストラクチ

ャー（https://www.epa.gov/green-infrastructure/what-green-infrastructure (参照: 2023 年 6 月 1 日)）との適切な組

み合わせによるアプローチが注目を集めている 81)。 

 排水処理分野に着目してみると，下水道普及率は依然として低く（2020 年：カンボジア 16.5%，ラオス

1.1%，ミャンマー1.0%，ベトナム 1.3%）82)，都市部においても生活排水の多くは浸透槽または簡易な浄化

槽を経由するのみで下流に排出されている。SDGs のグローバル指標 6.3.1 である「安全に処理された排水

の割合」の推定値（2020 年：カンボジア 30.6%，ラオス 10.1%，ミャンマー8.5%，ベトナム 18.5%）82)をみ

ても，人口の急激な増加とは裏腹に普及が進んでいないことがわかる。近年，さまざまな先進国からの資本

による集中型の下水処理施設建設の計画はあるものの，受益地区が観光施設の密集地域に限られており，そ

の周辺の住宅の生活排水や農村部の排水は対象外である事例や，導入後の維持管理の体制やその資金確保

の面での課題も多い。そのため，小規模で分散型の処理システムの必要性は今後も高く，湿地や水田地帯を

グリーンインフラとして活用する方策も効果的と考えられる。 

メコン川沿岸の都市であるラオスの首都ビエンチャンにおいても，急速な都市拡大と人口増加（2005 年：

約 70 万人，2020 年：約 95 万人）が進行中であり，水環境のさらなる悪化が懸念されている。市街地の排

水路は雨水と汚水の合流式であり，その排水は Mak Hiao 川，That Luang 湿地を経由してメコン川に流入し

ている。街中を流れる排水河川の上流は，ビエンチャン市郊外に広がる水田地帯に接続しており，そこから

の余剰水や水田排水が水源となっている。しかし，かつて整備された水田灌漑施設の粗放的な維持管理や湿

地帯の開発が進んだこともあり，乾季の流量の減少，水質悪化が顕著にみられる 83)。そこで，水田灌漑施設

を復活させ，農地の生態系サービスをグリーンインフラストラクチャーとして再活用することが，環境保全

機能のみならず食料供給機能の面でも効果を発揮すると期待される。グリーンインフラストラクチャーが

持続的に効果を発現するためには，住民や農家による自発的な適応的管理が不可欠であり，環境教育等によ

る啓発活動や次世代の人材育成，農業の生態系サービスに関する価値共創が重要である。 

 NbS による排水処理技術としては他にも，人工湿地を活用したものが代表的であり 84)，メコン川流域に

おいても，気候や土地資源の面において適用性が高いと考えられる。人工湿地による浄化機能については，

これまでにさまざまなタイプの構造や流況，曝気の方法や素材，植生を用いた効果検証がなされている 85)

一方，そのほとんどが小規模で実験的な取り組みであり，大規模な実装に向けては維持管理の技術移転や体

制構築が欠かせない。持続的に機能を発揮させるためには行政機関のみによる対応では不十分であり，この
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点においてもやはり，水環境保全に関する市民の意識向上，水共生社会に向けた価値共創を通じた超学際的

アプローチが肝要である。 

 

5. 流域における生物の振る舞い 

5.1 メコン流域における生物多様性とその保全における課題 

チベット高原に源を発し南シナ海まで 4,000km 以上，東南アジア最長を誇る大河であるメコン川流域に

は，森林やサバンナ，湿地，農地など多様な生態系が存在し，生物多様性の宝庫としても知られている。1993

年には大型哺乳類としては 50 年ぶりの新種となるウシ科のサオラ（Pseudoryx nghetinhensis）が発見され 86)，

世界中の注目を集めたが，それ以降も毎年多数の新種の記載が続いている。WWF（世界自然保護基金）は，

メコン川流域で発見された新種の動植物を定期的に報告しているが，最新の情報によると 2020 年だけでも

哺乳類 1 種を含む 224 種もの新種が発見されており，WWF が報告をまとめ始めた 1997 年以降，この地域

から発見された新種は実に 3,007 種に達するという 87)。残念ながら WWF の報告には地球上で最も種数の多

い分類群である昆虫類のデータがほとんど反映されていないが，本地域から毎年多数の新種の昆虫も記載

されている。 

著者の一人である荒谷も本地域の現地調査を開始した 1994 年以降，クワガタムシ科やクロツヤムシ科，

コガネムシ科の甲虫類６種 88)-93)とクチキゴキブリ科のゴキブリ１種の新種を自ら採集し記載している 94)。

このうちミャンマー北部から新種として記載したクワガタムシ科の１種は既知のどのグループとも異なる

形態的な特徴を有していたため，この種をタイプ種として新たに Noseolucanus 属を創設した 89)。荒谷の手

元には実際に現地で採集したクワガタムシ科の甲虫を中心に未記載種と思われる標本が多数あり，今後，精

査の上で順次記載を予定している。クワガタムシ科は昆虫の中でも特に分類が進んでいるグループである
95)ことを考慮すると上述の状況は特筆すべきことであり，本地域の生物多様性の全容はいまだに解明されて

いない状況であることがよくわかる。メコン川流域の動植物相は西南日本，特に奄美・琉球地域との関連性

が深く 96)，本地域の生物多様性の実態解明は，日本の動植物相の起源や成立過程の解明にも繋がる。 

しかし，その一方でメコン川流域では周辺諸国の近年の急速な経済発展にともない，急激な開発等による

自然環境の劣化・消失も，深刻な規模で進んでいる。中でも森林生態系の改変は特に著しく，メコン川流域

では３地域が WWF によって「森林破壊の最前線 24（The 24 Deforestation Fronts）」に指定されている 97)が，

上述したサオラはもちろん，2020 年にミャンマーから発見されたサルの１種であるポッパラングール

（Trachypithecus popa）は，記載と同時に，IUCN（国際自然保護連合）の「レッドリスト」において最も絶

滅の危険性が高い近絶滅種（CR）にランクされるほど森林破壊の影響は深刻である 98)。 

森林生態系のみならず，農地を含む里地生態系もまた大きく変化している。メコン川流域の湿地や，山岳

地帯を中心に広がる伝統的営農形態である棚田は豊かな水生昆虫相を育んできたが，観光開発による湿地

の埋め立てや，トウモロコシやコーヒーなど換金農作物栽培の集約化・大規模化の進行に伴う棚田の消失に

よって，こうした水環境に依存していた水生昆虫は壊滅的な打撃を受けている 99)。加えて，商業的なコメ

生産の拡大に伴って農薬の使用量がメコンデルタ地域をはじめ各地で急増したことがさらに水生昆虫類の

消失に拍車を掛けた。このような森林と里地生態系における生物多様性の変化はそれぞれの生態系機能の

劣化に直結し，流域に生活する人々が恩恵に浴している様々な生態系サービスに対しても深刻な影響を与

えるばかりではなく，異常気象や感染症の拡大，病害虫の蔓延などの側面において，より広範囲に被害を及

ぼす可能性も高い。こうした現状にあって，手遅れになる前に，メコン流域の生物多様性の実態を把握する

とともに，その保全と持続的利用をめざした実効的なシステムを構築することが極めて緊急かつ重要な課

題となっている。 

 

5.2 メコン川流域の水力発電ダムの魚類への影響 

 メコン川中下流域における一つの大きな環境問題は，水力発電ダムの建設と稼働である。2018 年頃まで

は，メコン本流のダムは上流の中国領域のみに存在したが，ラオス領域およびカンボジア領域において 10

基以上の建設が予定されており，一部はすでに稼働していると推測される。特にラオス北西部のサイヤブリ

ダムなどは建設が終わり，すでに稼働していると報道されている。メコン川中下流域のダムは，メコン川の

淡水魚類にどのような影響を与えるのであろうか？メコン川の淡水魚の多くは，その広い流域内を回遊し

48



ている。ダムによって分断化されるとその回遊ができなくなり，繁殖・産卵などに影響を与えると考えられ

る。また，ダムにより止水域が増え，流水に適応した種などは生存が難しくなると考えられる。 

Kano et al. (2016) 100) は，1,571 地点における 363 種の魚種分布データを用いて，淡水魚類相に対するダムの

影響を機械学習によるシミュレーションにより評価した。その結果，メコン中下流域における淡水魚種数は

24%減少することが予想された。特にラオスでは著しい減少（31%）が予想された。またカンボジアなどに

おいては，水力発電ダムによる利益がほとんどないにも関わらず，淡水魚種数は 22%の減少を示し，上流の

影響を大きく受けることも予想された。メコン川は国際河川であるためこのような歪みが生じ，今後のミチ

ゲーション（https://www.eic.or.jp/ecoterm/?act=view&serial=2509 (参照: 2023 年 6 月 1 日)）や保全上の大きな

問題になると考えられる。加えて，地球温暖化による影響も懸念される。なぜなら，温暖化による水温の上

昇は，各種が適温とする生息地を上流へとシフトさせると考えられるためである。このとき，ダムの存在は

生物の上流への移動を阻害し，生息地の縮小・消滅による個体群の減少など，大きなダメージを与える可能

性がある 101)。このようにダムと地球温暖化は独立の問題ではなく，魚類多様性にとって負の相乗効果を持

っていることが懸念される。 

 

5.3 歴史文献に記載された水棲動物 

過去に人々が動植物をどのように利用してきたのか?という情報を知ることもまたメコン川における生物

多様性やその課題を考える上で重要である。この点を理解する上で史料に記載された名前は重要な手がか

りとなる。日本においてはすでに戦前から史料に記載された名前から種名を同定する研究が行われてきた。

例えば，金丸但馬は 1931 年に『本草網目』に記載された 29 種の蚌蛤類の同定を行っている 102)。また渋沢

敬三の『魚名集覧』は魚類語彙辞典であるが，和名，方言名，古文献から種名を同定しており，水産業史研

究の基本文献となっている 103)- 105)。 

一方，東南アジアの史料に記載された動植物の種名を同定するといった研究は管見の限りみられない。こ

のような中で 1820 年に阮朝ベトナムの２代皇帝明命帝に献上された『嘉定城通志』は 19 世紀初頭のメコ

ンデルタを知る一級の史料となる（慶応義塾大学斯道文庫蔵の版本の影印が 2019 年に同言語文化研究所よ

り出版された）。同書を編纂した鄭懐徳（1765〜1825 年）は阮朝初代嘉隆帝，２代明命帝に仕えた華人の高

級官吏であり，19 世紀初頭のベトナムを代表する知識人であった。深い漢文の素養をもった鄭懐徳の地誌

は，動植物の同定において日本や中国，韓国など他の漢語文化圏の地誌や本草書と比較検証できるという利

点をもつ。『嘉定城通志』106)は星野志，山川志，疆域志，風俗志，物産志，城池志の 6 巻からなるが，物産

志には 19 世紀初頭のコーチシナで人々が利用していた動植物が数多く記載されている。水棲動物に限って

も，「海魚」33 種，「江魚」（メコン川の魚類を意味する）36 種，「澤魚」（淡水魚）10 種，「毒魚」3 種，貝

9 種，エビ 7 種，カニ 5 種が漢語や字喃で記載され，採取方法や加工方法，生息場所，味，食品以外の使用

方法が紹介されている。 

『通志』はベトナム人歴史学者によって翻訳され，水棲動物もある程度は現在のベトナム名で示されてい

るものの，種名の同定は未だ行われていない。そのため，当時の人々がどのような種の水棲動物をどのよう

に利用していたのかが明確に述べることができない状態にある。例えば，「江魚」の項目にある「査魚」は

「ヒレとヒゲ，鋭いトゲがあり，鱗はなく身は青く，腹は白い。5，6 尺にもなり太っていて干物にできる。

油も多く，ともし油や船を防水するための油としても利用される」（著者の一人である鈴木訳）と記載され

ている。ベトナム人歴史学者はこれを “Cá Tra”と比定しているが，種名には言及していないためベトナム

人以外の研究者には査魚が具体的にどのような種を指しているのか分からない 107), 108)。ちなみにメコンデ

ルタにおいて “Cá Tra”と呼ばれている魚は Pangasianodon hypophthalmus であり，現在でも食用としてアン

ザン地方やドンタップ地方で盛んに養殖されている。『通志』では「同種の油がともし油や船の水漏れを防

ぐ油として利用されている」と記載されており，現在では見られなくなった利用方法がかつてあったことが

分かる。 

メコン川の生物多様性をいかに維持するのかが問題となっている現代にあって，19 世紀初頭の人々がど

のような水棲動物を認知し，どのように利用してきたのかを知ることは未来の保全を考える上でも重要な

研究テーマであると思われる。そして，過去に人々がどのように水棲動物と関わってきたのかを理解するた

めにも，本稿で掲げる水共生学という学際的なアプローチが必要である。 
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6. メコン川流域における学際的課題とその解決に向けた学際研究 

 前章までにおいて，メコン川流域を対象とした地球科学，人文社会学，生物学のそれぞれの研究例を概観

した。それぞれの分野に置いて示された課題を流域―人間―生物間の関係に関する概念図(Fig.1)を踏まえて

検討する(Fig.2)。 

流域における水や物質の振る舞いに関する研究では，第一に本来地球が有している水循環の変化が研究

の主眼に置かれている。ただし，水循環が物理学や化学における基礎的な知見の組み合わせでおおよそ表現

可能である一方，例えば河川流量が人間による取水やダムの影響を受けるように，実際に我々が観測できる

水循環には人間による操作の影響が大きい。従って，多くの地球科学分野の研究では人間による操作も含め

た水循環について考慮されており，それはメコンでも同様である 20)。上述の「メコンデルタの地形発達と

波浪・潮汐」（第 3.2 節）は主に地球圏の変化を対象としたものであり，「メコン川の水文気象と気候変動の

影響」や「塩水遡上」（第 3.1 節，第 3.3 節）は人間による影響が加味された水循環を対象とした分析と言え

る。流域における水や物質の振る舞いを理解するためには，その振る舞いを広域的かつ長期連続的にとらえ

ることが必要であり，そのための観測技術が重要となる。その研究課題を扱うのが「陸水面のリモートセン

シング」（第 3.4 節）であり，そこから得られる情報が，流域における水や物質の振る舞い，ひいてはそれ

が人間や生物に及ぼす影響を明らかにするための基礎情報となる。 

 流域における人間の振る舞いを対象とした研究では，流域における水や物質の振る舞いの下で人々がど

のように振る舞い，それがどのような結果をもたらしているかといった点が考察されている。「メコン川流

域での集落形態の変容」（第 4.1 節）では，過去から現在まで人々が水や物質の振る舞いの下でどのような

社会が形成され，それが流域環境にどのような影響を及ぼしたかについて考察されている。人間による流域

環境への影響という観点では，農業による影響が最も大きいものの一つと言える。「ベトナムメコンデルタ

地域における三期作化と農業経営」（第 4.2 節）では農業の高度化に伴う流域環境への影響が考察されてい

る。また，メコン川流域では近年急速な都市化が進んでおり，その影響が流域環境にも大きく及んでいる。

「メコン川流域における排水処理とグリーンインフラの活用に向けた展望」（第 4.3 節）では，都市の排水

という観点からその影響を考察している。 

 流域における生物の振る舞いを対象とした研究では，流域における水や物質さらには人間の振る舞いの

上で，生物がどのような振る舞いを行っているか，そしてそれがどのような影響を人間や流域環境に及ぼし

ているかという点が考察されている。水や物質の振る舞いに関しては，限りはあるものの過去からの一定の

観測情報が利用できる。人間の振る舞いに関しても，史料などから情報を得ることが可能である。一方で生

物に関してはそのような情報を得ることは必ずしも容易ではない。「歴史文献に記載された水棲動物」（第

5.2 節）は，本来生物を記録するための資料ではない史料から過去の水棲動物の情報を得る試みである。こ

のように生物に関してはその振る舞いを理解する事自体が大きな研究課題である。従って，水や物質の振る

舞いが人間に及ぼす影響と比べて，水や物質および人間の振る舞いが生物に及ぼす影響を把握することは

より困難と言える。「メコン川流域の水力発電ダムの魚類への影響」（第 5.3 節）においては，水力発電ダム

が魚類に及ぼす影響という観点に関してこの影響を考察するものである。 

 流域，人間，生物という 3 つの振る舞いからメコン川流域における研究課題を概観した。これらはおおよ

そ地球科学，人文社会学，生物学としてそれぞれ扱われてきた課題と言える。しかしながら，人間の操作を

加味しない地球本来の水や物質の振る舞いを解明しようとする試みなどの専門性の高い研究課題を除いて

は，いずれの研究課題も単一の学問領域のみで解決できるものではない。特に課題解決型の研究課題におい

てはその傾向が強い。ここから言えることは，既にそれぞれの分野で取り組まれている課題の多くは既に学

際的な課題の側面を多かれ少なかれ有していることを意味する。流域を扱う課題では人間による操作に関

する考慮が進められており，生物を扱う課題では流域環境の変化も踏まえた上での人間の操作に関する考

慮が進められている。一方で，人間を扱う研究課題では流域や生物を扱う研究と同様に流域や生物の振る舞

いが人間に及ぼす影響について検討されるのみならず，人間による操作が流域や生物に及ぼす影響が検討

されている。 

 各研究分野で進められている学際的課題の進展の基礎は各研究分野の取り組みであるが，そこに学際研

究のアプローチが加味されることにより，研究課題の進展や新たな展開が期待できる。本稿で例示した研究
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課題の例を基に学際研究について 2 つの観点から検討する。第一の観点は流域，人間，生物それぞれの振る

舞いに関する過去，現在，将来の変化の把握である。これらの変化の把握は各研究課題を進める上での基礎

データとなりうるものである。この変化の把握に際しては各学術分野の様々な方法が活用可能である。例え

ば水循環を例にすると，地球科学分野における数値シミュレーション，人文社会分野における史料，生物学

分野における気象プロキシ資料（年輪や同位体による気温や降水量の推定）などが考えられる。水循環のみ

ならず，水環境や水利用などの各学術分野で共通する対象を設定し，それぞれの分野で用いることのできる

手法や資料/史料を持ち寄ることで，対象の過去から現在，将来への変化をそれぞれの分野単独の場合より

も詳細な姿で描き出すことが可能と考えられる。 

 第二の観点は，流域住民との協働である。特に流域における課題解決に関する研究課題においては，研究

から得られた知見を還元するために流域住民との協働が不可欠となる。また，第一の観点にも関わる点とし

て，流域，人間，生物それぞれの振る舞いに関する詳細な情報を得る上で流域住民から得られる情報の重要

性は高く，その取得には流域住民との協働が欠かせない。流域住民との協働を進めるためには，流域住民か

ら各研究課題の目的や意義，得られた結果について理解や共感を得ることが必要となる。流域の課題解決や

目指すべき将来像の共有なども重要と考えられる。これらを進めるには流域，人間，生物を扱う研究者間で

それぞれの相互理解が必須である。 

Fig. 2 Issues derived from research overviews in each field 

 

7. おわりに 

 メコン川流域を対象として，地球科学，人文社会学，生物学分野の研究例を概観すると共に，それらの研

究の進展に寄与すると考えられる学際研究について考察を行った。メコン川流域を対象とする研究につい

て，流域，人間，生物の振る舞いという観点から各研究分野における取り組みを整理した。多くの研究課題

では既に多かれ少なかれ学際的な側面があり，それを踏まえた上での研究が実施されていた。各学術分野に

おいて学際的な観点の分析が進められている中で，その分析の進展や新たな展開へと寄与する学際研究ア

プローチとして，流域，人間，生物の振る舞いの変化の把握という観点と，流域住民との協働という観点の

2 点を挙げた。学際研究の重要性は広く認識されているが，その実施は容易ではないことが多い。本稿は各

学術分野の研究事例を挙げたうえで，それぞれの分野において共通すると考えられる要素から学際研究と

して実施できる内容を考察した。このプロセス自体が，学際研究を実施する際の各学術分野間の理解のため

の第一歩となる試みと言えるだろう。 
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